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第64号
‐
嘔 国四友

岡Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
四
国
を
旅
行
す
る

方
々
の
た
め
に
、
電
話
に
関
す
る
情
報
を
盛
り
込
ん

だ
四
国
の
観
光
地
図

「
四
国
Ｊ
Ｏ
Ｙ
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
ご
希
望
の
方
に
９
月
１９
日

⌒月
）
の

″
ト
ー

ク
の
日
″
か
ら
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通
に
よ
り
人
の
動
き
も

活
発
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
秋
の
旅
行
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
て
楽
し
い
旅
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と

作
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
の

「
四
国
Ｊ
Ｏ
Ｙ
マ
ッ
プ
」
は
、
縦
６０
ｃｍ
、
横

８４
ｃｍ
で
折
り
畳
ん
で
手
軽
に
使
え
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
、
お
客
さ
ま
が
、
見
る
、
遊
ぶ
、
泊
ま
る
等
四

国
各
県
の
知
り
た
い
情
報
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
ご
案

内
す
る

″
Ｎ
Ｔ
Ｔ
声
の
タ
ウ
ン
情
報
″
の
問
い
合
わ

せ
番
号
の
ほ
か
、
道
路
交
通
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
番
号
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、
旅
先
で
の
強
い

味
方
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
知

っ
て
い
る
と
お
得
な

″
通

話
料
金
の
割
引
″
（夜
問
割
引
、
深
夜
割
引
、
土
曜

・

日
曜

・
視
日
割
引
）
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま

へ
の
配
布
は
、
電
話
局
の
窓
口
や
テ
レ

ホ
ン
メ
イ
ト
に
よ
る
テ
レ
ホ
ン
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
、

お
客
様
訪
問
時
な
ど
に
、
利
用
方
法
等
を
ご
説
明
の

う
え
お
渡
し
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

TX
TX

蝙‖
棋]
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国四友電第64号

電
報
が

″読
み
や
す
く
″

″使
い
や
す
く
″
な
り
ま
し
た

新
し
く

″
ひ
ら
が
な
″

″
ア
ル
フ
ァ
ベ
ツ
ト
″

″小
文
字
″
な
ど
を
追
加

九
月

一
日
困
よ
り

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
９
月
１
日

（木
）
よ
り
、
電
報
の

通
信
文
に
使
用
す
る
文
字
に
ひ
ら
が
な
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
、
小
文
字
な
ど
を
追
加
し
て
、
読
み
や
す
く
、

使
い
や
す
い
電
報
に
改
善
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
電
文
に
使
用
で
き
る
文
字
は
、
カ
タ

カ
ナ
、
数
字
及
び
特
定
の
記
号
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
善
に
よ
り
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ

ナ
、
数
字
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
を
自
由
に
指
定

し
、
こ
れ
ら
を
混
用
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
同
時
に
、
拗
音

（
ゃ
、
ゅ
、
ょ
）
促
音

（
っ
）

に
つ
い
て
も
小
文
字
を
使
用
し
、　
一
層
読
み
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
（別
紙
参
照
）

ま
た
、
今
回
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
伴
い
、

６２
年
春

か
ら
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
表
記
を
行

っ
て
い
る
慶
弔
例

文
電
報

。
緊
急
定
文
電
報

（
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た

文
例
に
よ
る
も
の
）
は
ひ
ら
が
な
、
漢
字
主
体
に
切

り
替
え
ま
し
た
。

な
お
、
電
報
の
受
付
に
際
し
て
は
、
当
分
の
間
は

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
の
混
用

が
で
き
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
お
客
さ
ま
に
文
字
を

指
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
特
に
指
定
が
な
け
れ

ば

″
ひ
ら
が
な
″
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
現
在
の
欧
文
電
報
は
、
改
善
後
の
通

常
電
報
に
お
い
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
み
を
使
用
し

た
も
の
と
同
じ
に
な
る
た
め
、
電
報
の
種
類
と
し
て

は
廃
止
し
ま
す
。

ま
た
、
無
線
電
報
は
、
モ
ー
ル
ス
符
号
信
号
に
よ
っ

）
て
送
受
さ
れ
て
お
り
、
文
字
の
混
用
が
困
難
で
あ
る

た
め
、
現
行
の
と
お
り
、
和
文
の
場
合
は
カ
タ
カ
ナ
、

欧
文
の
場
合
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
み
を
使
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

く男11眠〉

定

め

ら

れ

た

文

例

を

利

用

し

た

場

合

現

在

オニ人ノ前途 ヲ祝 シ、併セテゴ多幸 トゴ発展ヲオ祈 リシマ

スJエ イギヨウカシヤインイチ ドウ

改
　
霊
口　
後

お二人の前途 を祝 し、併せてご多幸とご発展 をお祈 りしま

す。         えいぎょうかしゃいんいちどう

定

め

ら

れ

た

文

例

を

利

用

し

な

い

場

合

現

在

ハ ッピーバースデー、ツー、イチロウ」アナタノオオイナ

ルミライニ、カギリナイハ クシユヲオクリ、ゴケントウヲ

イノリマス」 タロウ

改
　
釜
口　
後

HAPPY BIRTHDAY TO いちろう。あなた

の おおいなる みらいに、かぎりないはくしゅをおくり

、ゴケントウをいのります !           たろう

-3-



国四友壺
嘔第64号

テ
ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

一

心
身
障
害
者
宿
↓
の
方
々
に

お
見
舞
金
を
お
贈
り
し
ま
す

テ
ル
ウ
ェ
ル
四
国
支
部
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
心
身
障
害
者

（児
）
の
方
々
に
、

お
見
舞
金
を
お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
ｃ

該
当
さ
れ
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
受
給
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
知
ら
せ
下
さ
い
．

☆
六
二
年
度
見
舞
金
贈
呈
状
況

▼
対
象
者

ｏ
　
現
職
者
世
帯
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
全
電
通

（専
従
役

員
や
書
記
の
方
）
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
の
現
役
職
員

の
配
偶
者
及
び
扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は

子
。

ｏ
　
退
職
者
及
び
遺
族
の
世
帯
　
ず
」
本
人
か
扶
養

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
子
。

（注
）
有
職
者
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

▼
必
要
書
類

所
定
の
申
込
書
等
の
ほ
か
、
次
表
の
書
類
が
必
要

で
す
一

▼
お
見
舞
金

ｏ
重
度
障
害
者
（児
）
の
方
に
　

一
人
年
額
三
万
円

ｏ
重
症
障
害
者
（児
）
の
方
に
　

一
人
年
額
五
万
円

精

神

病

先

天

性

内

臓

疾

患

公

害

健

康

被

宇

補

償

小

児

慢

性

特

定

疾

患

特
定
疾
患

精
神
薄
弱

身
体
障
害

障
害

区

分

精

神

病
院

の
在
院

証

明
書

、

ま

た
は

こ

れ

に
代

わ

る
診

断
書

育
成
医
療
券
一０
一

公
害
医
療
手
帳
一〇
一

掛訓誹Ⅷ半難耕饂鴎艦硼議蹴前通

特
定
疾
患
受
給
者
証
（Ｃ

ま
た
は
医
師

の
診
断
書

療
育
手
帳
一〇
一
※
Ａ
級
の
方

身
体
障
害
者
手
帳
（Θ

※
１
級
　
２
級

の
方

中
込
書
等
に
添
付
し
て
い
た
だ
く
書
類

″
昔
懐
か
し
の
写
真
展
″
ヘ

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

―
多
く
の
方
か
ら
の
写
真
の
ご
提
供

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
―

ｏ
展
示
期
間

一
〇
月
二
〇
日
困
～
三
二
日
Ｕ

毎
日

一
〇
時
か
ら

一
六
時
ま
で

ｏ
場
　
　
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
電
話
局

「
も
し
も
し
ロ
ビ
ー
」

★

お

出

で

い

た

だ

い

た

Ｎ

Ｔ

Ｔ

職

域

Ｏ

Ｂ

の

方
に
は
、
展
示
場
横
の

「
ベ
ル

一
番
館

一

の
喫
茶
割
引
券
キ
・さ
し
あ
げ
ま
す
．

テ

ル

ウ

ェ

ル

と

Ｎ

Ｔ

Ｔ

職

域

Ｏ

Ｂ

と

を

結

ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ト
シ
ョ
ン
バ
イ
プ

一と』ゅ＝‐ニフダ″“っけをダ．■一ル一てく‐だ

さ

い
。

共
済
年
金

の
ス
ラ
イ
ド
率

Ｑ
　
今
年
度
の
共
済
年
金
の
ス
ラ
イ
ド
率
は

〇

・
一
％
で
、
恩
給
の
ア
ッ
プ
に
比
べ
て
低

い
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
す
か
。

Ａ
　
昭
和
六

一
年
四
月
の
新
年
金
制
度
施
行

後
、
共
済
年
金
の
ス
ラ
イ
ド
は
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金
同
様
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
原
則
が
適
用
さ
れ
、
法
律

で
は
物
価
に
五
％
以
上
の
変
動
が
あ

っ
た
と

き
、
自
動
的
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
特
例
と
し
て
物
価
変
動
が

五
％
以
下
で
も
ス
ラ
イ
ド
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

六
二
年
度
〇

・
六
％
、
今
年
度
〇

・
一
％
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
恩
給
は
国
家
補
償
と
い
う
見
地
か

ら
、
公
務
員
の
給
与
改
善
率
と
、
物
価
の
ア
ッ
プ
率

と
の
両
者
を
勘
案
し
て
定
め
ら
れ
、
共
済
年
金
は
公

的
年
金
の

一
環
と
し
て
、
前
々
年
と
前
年
の
平
均
物

価
の
変
動
の
率
を
も
と
に
し
て
定
め
る
こ
と
と
な

っ

た
た
め
、
恩
給
受
給
者
と
の
間
に
給
付
の
格
差
が
生

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
（国
家
公
務
員
給
与
の

上
昇
率
は
、
六
二
年
度
二

・
三

一
％
、
六
十
二
年
度

一
・
四
七
％
で
、
恩
給
の
ア
ッ
プ
率
は
こ
れ
よ
り
若

干
低
く
定
め
ら
れ
、
六
二
年
度
二
％
、
六
十
三
年
度

′
現職者

65人

1219万「 1)

(89ソj「 1)

東京海上の

「スーパーチャンス J ′

(積 立型期 本特約イJ普 通傷古保険 ,

●OBの皆様をお守りする傷害

保険の決定版です.

●大切な資産の運用にモリぜひご

活用ください.

お場い合せお中し込みは
テルウェル四国支部保険担当部門

TEL(0899)32-9951

契約者配当金

+
満期返れい金

1,000,000円

年金Q&A
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一
・
二
五
％
）

ス
ラ
イ
ド
率
に
つ
い
て
特
に
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
新
制
度
施
行
時
に
既
年
金
受
給
者
の

裁
定
替
え
が
行
わ
れ
、
厚
生
年
金
に
準
じ
る
通
年
方

式
に
よ
り
年
金
額
の
下
っ
た
人
が
非
常
に
多
く
、
縦

前
額

（六

一
年
三
月
の
額
）
が
保
障
さ
れ
た
と
は
い

え
、
毎
年
度
の
ス
ラ
イ
ド
率
は
下
っ
た
額
に
乗
じ
ら

れ
る
た
め
、
実
質
的
に
は
年
金
額
が
ア
ッ
プ
し
な
い

こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
恩
給
と
共
済
年
金
と
の
格
差

を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
る
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

（６３

・
６

・
２０
付
退
職
公
務
員
新
聞
要
旨
。
電
友
会

と
し
て
は
、
退
職
公
務
員
を
始
め
、
他
の
友
誼
団
体

と
協
力
し
て
処
遇
改
善
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。）

一一熙一一田一一”̈̈
一　ｏ　筒井　武徳
　　　（松山）

今
春
、
待
望
の
和
時
計
を
入
手
、
感
動
黙
し
得
ず
。

新
聞
に
投
稿
、
図
ら
ず
も
採
用
さ
れ
た
常
の
コ
ー
ス
。

所
が
で
あ
る
、
貴
殿
の
記
事
を
是
非
見
本
写
真
の

よ
う
な
楯
に
収
め
て
末
永
く
残
し
た
い
も
の
で
す
…

又
物
入
り
な
。
妻
の
言
う
、
「
ア
ラ
い
い
じ
ゃ
な
い
の
、

変
な
ビ
デ
オ
に
使
う
分
を
回
し
た
ら
？
本
当
に
記
念

に
な
る
わ
。」

古
稀
は
来
年
、
金
婚
式
に
は
三
年
早
い
。
は
て
何

の
記
念
や
ら
。
期
せ
ず
し
て
貴
方
の
近
況
な
ど
を
…

と
重
な
っ
た
の
が
不
思
議
で
、　
一
献
傾
け
る
と
い
た

し
ま
す
。ｏ

　
藤
田
　
正
男
　
　
　
　
　
　
（松
山
）

今
日
、
ア
メ
リ
カ
に
居
る
娘
か
ら
便
り
が
届
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
等
の
東
部
は
暑
い
が
、
住
ん
で
い
る

西
部
の
エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
だ
い
ぶ
ん
涼
し
く
感
じ

る
と
の
こ
と
。

ワ
シ
ン
ト
ン
小
学
校

一
年
を
終
え
た
孫
も
八
月
に

は
帰
国
し
、
九
月
か
ら
日
本
で
の

一
年
生
に
な
る
。

今
年
は
小
学
二
人
、
中
学
二
人
の
新
入
学
が
あ
り
、

合
計
小
学
生
四
人
、
中
学
生
三
人
と
な
っ
た
。
未
就

学
の
孫
も
三
人
い
る
が
、
こ
の
十
人
の
孫
た
ち
に
教

え
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
こ
の
頃
の
余
生
で
あ
る
。

ｏ
　
政
本
　
邦
興
　
　
　
　
　
　
（松
山
）

七
〇
を
過
ぎ
て
も
迷
い
悩
む
日
々
の
連
続
、
頭
は

白
く
な
っ
て
も
心
は
幼
稚
で
気
の
若
い
証
拠
。

終
局
の
狙
い
は

「
い
つ
で
も
人
並
の
社
会
行
動
が

と
れ
る
体
調
」
の
維
持
を
第

一
に
、
二
つ
に
は

「
今

何
を
為
す
べ
き
か
」
生
き
る
技
術
を
採
集
し
、
挑
戦

す
べ
き
そ
の
日
の
仕
事
を
順
づ
け
、
三
つ
目
は

「
現

在
只
今
を
適
正
に
対
処
す
る
こ
と
を
最
終
の
願
い
と

し
て
や
っ
て
は
い
る
も
の
の
…
現
実
は
厳
し
い
。
し

か
し
、
い
つ
ま
で
も
夢
と
希
望
を
前
進
さ
せ
、
こ
れ

か
ら
先
の
第
三
の
人
生
を
夢
見

つ
づ
け
て
行
き
た

い
。

ｏ
　
有
田
ア
ヤ
子
　
　
　
　
　
　
（北
条
）

水
田
、
畑
作
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
目
下
稲
作

も
順
調
に
育
ち
、
あ
と
追
肥
と
消
毒
を
す
れ
ば
収
穫

を
待
つ
ば
か
り
で
す
が
、
野
菜
作
り
は
大
変
で
す
。

三
か
所
の
畑
を

一
回
り
し
な
い
中
に
草
と
追

っ
か

け
っ
こ
で
す
。
で
も
今
朝
も
瓜
七
〇
ケ
、
茄
子
四
〇

ケ
、
胡
瓜
三
〇
と
、
収
穫
の
最
盛
期
で
す
。

家
で
は
処
分
し
き
れ
ず
、
配

っ
て
回
っ
た
り
、
取

り
に
来
て
も
ら
っ
た
り
と
大
童
で
す
。
で
も
次
々
と

季
節
の
野
菜
を
作
り
、
進
呈
し
、
新
鮮
さ
を
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
満
足
感
を
味
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
余
暇
に
は
、
何
年
続
く
か
し
れ
な
い
が
、

習
字
、
ち
ぎ
り
絵
、
編
物
、
料
理
、
カ
ラ
オ
ケ
も
楽

し
み
、
健
康
を
感
謝
し
、
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

ｏ
　
大
元
　
新
平
　
　
　
　
　
　
（西
条
）

わ
が
家
の
現
況
を
述
べ
れ
ば
…
私
も
妻
ミ
エ
も
共

に
無
職
な
が
ら
元
気
で
毎
日
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。

長
男
昭

一
５６
才
、
日
本
デ
ス
ク
Ｋ
Ｋ
、
妻
ミ
チ
子

倉
レ
西
条
工
場
、
ど
ち
ら
も
定
年
が
近
い
。
二
男
明

治
は
新
居
浜
西
中
教
諭
、
妻
桂
子
西
条
南
中
教
諭
。

三
男
勇
は
宇
摩
郡
新
宮
中
教
諭
、
妻
文
子
川
之
江
南

中
事
務
職
で
、
皆
元
気
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

健
康
法
と
し
て
は
、
朝
早
く
起
き
て
運
動
を
し
、

晩
は
早
く
寝
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
地
域
で
は
交
通

安
全
協
会
役
員
、
伊
曽
野
神
社
総
代
を
つ
と
め
、
趣

味
は
ク
ロ
ッ
ケ
ー
に
将
棋
で
す
。

ｏ
　
池
見
　
義
数
　
　
　
　
　
　
（高
松
）

四
二
年
勤
め
、
さ
さ
や
か
な
退
職
金
を
貰

っ
て
早

や
七
年
が
経
過
し
た
ｃ

退
職
後
は
暇
つ
ぶ
し
に
種
々
計
画
し
、
陶
芸
、
本

彫
は
二
年
半
ば
か
り
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
と
西
国
三

三
ヶ
所
、
秩
父
三
四
ヶ
所
、
坂
東
三
二
ヶ
所
の

一
〇

〇
ヶ
所
観
音
を
巡
杯
、
結
願
し
た
。

旅
行
は
思
い
つ
く
ま
ま
に
数
か
所
が
終

っ
た
。
こ

の
頃
は
腰
痛
、
血
圧
等
に
注
意
し
な
が
ら
、
冷
房
の

き
い
た
病
院
（通
院
）
で
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
ま
す
。

又
調
子
の
よ
い
日
は
時
々
息
子
が
経
営
し
て
い
る

メ
ガ
ネ
の
宝
視
堂

（国
分
寺
町
）
に
行
き
、
掃
除
ぐ

ら
い
は
手
伝

っ
て
い
ま
す
。

〇
　
田
中
　
福
市
　
　
　
　
　
（多
度
津
）

退
職
し
て
九
年
、
正
に
光
陰
矢
の
如
し
、
幸

い
若

い
頃
の
暴
飲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頑
健
と
は
い
え
な

い
ま
で
も
ま
ず
ま
ず
の
健
康
に
恵
ま
れ
、
百
姓
仕
事

と
孫
の
相
手
に
結
構
追
わ
れ
、
悠
々
自
適
に
は
程
遠

い
毎
日
で
す
ｃ

年

一
回
、
善
通
寺
局
有
志
と
の
観
光
旅
行
も
楽
し
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み
の

一
つ
で
す
が
、
趣
味
の
国
芸
は
段
々
と
ガ
ラ
ク

タ
が
増
え
続
け
、
日
常
の
手
入
れ
も
重
荷
に
感
じ
る

こ
の
“
ぞ

す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
の
ま
ま
飲
ん
で
食
べ
て
、

な
お

一
日
で
も
長
く
健
康
で
あ
り
た
い
と
願
う
の
は

虫
の
よ
い
話
で
し
ょ
う
か
。

ｏ
　
原
田
　
照
男
　
　
　
　
　
（三
本
松
）

紀
州
観
行
に
参
加
し
て
、
ガ
イ
ド
の
紀
文
余
談
を

聞
い
て
み
よ
う
。

金
儲
け
を
知

っ
て
使
う
こ
と
を
知
Ｌ
な
い
者
は
金

の
番
人
。
金
儲
け
を
知
ら
な
い
者
は
貧
乏
人
．
私
は

ど
ち
ら
に
も
な
り
た
く
な
い
、
と
言

っ
て
金
使
い
も

荒
か
っ
た
と
言
う
Э
吉
原
で
小
銭
を
撒
い
て
大
雪
を

溶
か
し
た
と
言
う
話
も
あ
る
。
又
あ
る
時
、
武
士
が

大
散
財
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
文
左
衛
門
は
沢
蟹

を
取

っ
て
来
て
小
判
を
背
負
わ
せ
、
川
下

へ
流
し
た
。

件
の
武
士
達
は
、
小
判
が
流
れ
て
来
た
と
川
に
飛
び

込
ん
だ
が
、
紀
文
に
大
笑
い
さ
れ
逃
げ
帰

っ
た
と
さ
．

ｏ
　
齋
藤
　
五
郎
　
　
　
　
　
　

徳^
島
）

毎
ロ
サ
ン
デ
ー
で
過
ご
し
て
い
た
が
、
平
均
寿
命

と
も
な
る
と
身
障
者
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
日
々
の

時
間
が
と
め
ど
も
な
く
無
為
に
消
費
し
て
い
く
こ
と

の
辛
さ
に
耐
え
て
い
く
の
は
、
誰
し
も
老

い
の
運
命

か
も
し
れ
な
い
が
…
こ
の
空
し
さ
を
埋
め
る
た
め
自

分
が
先
生
と
生
徒
で
趣
味

の
油
絵
を
描

い
て
い
ま

す
．作

品
は
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
、
電
話
局
な
ど
の

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
た
だ
き
、
趣
味
に
生
き
が
い

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
』
も
健
康
と
趣
味
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、
画

き
つ
づ
け
た
い
と
念
願
し
て
い
る
昨
今
で
す
．

ｏ
　
前
坂
　
　
明
　
　
　
　
　
　
（徳
島
）

退
職
後
、
四
国
八
十
八
か
所
を
お
参
り
し
た
。
そ

の
時
坊
主
頭
に
し
て
以
来
現
在
も
同
じ
．

先
年
、
弘
法
大
師
千
百
五
十
年
の
ご
遠
忌
に
高
野

山

へ
お
参
り
し
て
以
来
、
仏
教
関
係
の
本
を
少
し
見

る
よ
う
に
な
り
、
や
さ
し
く
解
説
さ
れ
た
の
や
ら
、

む
つ
か
し
い
の
や
ら
色
々
あ
り
、
修
業
僧
の
よ
う
な

種
々
の
実
践
は
し
な
い
が
、
十
余
種
も
あ
る
分
厚
い

「真
言
宗
常
用
諸
経
要
衆
」
の
両
面
全
部
を
転
写
し

た
が
、
書
く
だ
け
で
そ
の
真
意
は
不
明
な
の
で
、
少

し
ず
つ
僧
正
に
教
わ

っ
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
ｃ

ｏ
　
坂
東
　
済
子
　
　
　
　
　
　
（石
井
）

早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
も
う
九
年
に
な
り
ま
し

た
。
在
職
中
悪
筆
が
少
し
で
も
上
手
に
な
れ
ば
と
思

い
、
始
め
た
お
習
字
で
す
が
、
こ
の
頃
で
は
面
白
く

な
り
、
本
格
的
に
書
道
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
ｃ

お
か
げ
さ
ま
で
、
徳
島
の
県
展
に
も
連
続
六
回
入

選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
昔
の
中
国
や
日
本
の
書
家
の
字
を
臨
書
し
な

が
ら
、
「す
ば
ら
し
い
な
」
と
、
よ
う
や
く
こ
の
頃

に
な
っ
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

欲
窮
千
里
目
、
更
上

一
層
核

（王
之
漁
）
の
詩
の

よ
う
に
努
力
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
．

ｏ
　
国
弘
　
恒
好
　
　
　

（高
知
）

今
年
は
喜
寿
を
迎
え
ま
す
が
、
ひ
と
つ
の
区
切
り

の
年
で
す
。
こ
れ
と
い
っ
た
健
康
法
は
持

っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
お
陰
様
で
元
気
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
ｃ

家
に
居
る
と
地
元
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
入
っ
て

き
ま
す
。
青
少
年
育
成
委
員
や
保
護
司
等
々
十
指
余

り
を
お
引
き
受
け
し
て
、
毎
月
研
修
会
や
奉
仕
で
忙

し
く
働
い
て
お
り
ま
す
が
、
多
数
の
人
の
中

へ
顔
を

出
す
の
は
頭
の
体
操
に
よ
い
と
思
い
ま
す
．

長
ら
く
生
か
し
て
い
た
だ
い
た
生
命
に
感
謝
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
傘
寿
、
米
寿
に
向
け
、

力
強
く
歩
み
つ
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
ｃ

ｏ
　
大
和
　
八
朗
　
　
　
　
　
　
（高
知
）

皆
さ
ん
今
日
は
、
お
元
気
で
ま
す
ま
す
ご
発
展
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

私
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
目
は
無
論
の
こ
と
、

左
足
の
圧
が
神
経
痛
で
歩
く
の
も
意
の
ま
ま
に
な
ら

ぬ
昨
今
で
す
ｃ

市
内
北
西
の
福
井
と
い
う
所
に

一
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
畑
が
あ
る
の
に

一
度
も
行
け
ず
、
種
蒔
き

。
手

入
れ
な
ど
＾
す
べ
て
子
供
任
せ
の
状
態
で
す
。

心
は
急
い
で
も
体
は
動
い
て
く
れ
ず
、
情
な
い
限

り
で
す
ｃ
お
も
し
ろ
く
も
な
い
泣
き
ご
と
ば
か
り
を

並
べ
ま
し
た
が
…
お
元
気
で
．

ｏ
　
濱
田
　
福
子
　
　
　
　
　
　
（安
芸
）

わ
が
街
は
、
只
今
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ド
ラ
マ
″
ノ
ン
ち
ゃ

ん
″
の
古
里
、
安
芸
市
で
す
。
一局
知
市
と
室
戸
市

（室

戸
岬
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
ま
す
。　
　
　
　
ヽ

昔
の
た
た
ず
ま
い
の
ま
ま
の
武
家
屋
敷
土
居
廓
中

が
有
り
、
明
治
の
財
閥

・
岩
崎
弥
太
郎
や
童
一話
作
曲

家

・
弘
田
竜
太
郎
の
生
家
も
有
り
ま
す
ｃ

私
は
駄
句
ば
か
り
で
す
が
句
作
に
励
み
、
油
絵
に

も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
健
康
に
留
意
し
て

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
、
自
分
の
足
で
歩
む
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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拓
本
に
と
り

つ
か
れ
て
九
年

森
田
　
政
雄
さ
ん

（高
知
）

か
つ
て
、
義
兄
さ
ん
が
長
尾
寺
の
芭
蕉
の
句
碑
を

採
拓
さ
れ
る
の
を
手
伝
い
、
作
品
の
え
も
い
わ
れ
ぬ

味
わ
い
ど
趣
に
魅
せ
ら
れ
、
じ
来

「拓
本
に
と
り
つ

か
れ
て
し
ま

つ
た
。

」
と
森
田
さ
ん
は
言
わ
れ
る
３

昭
和
四
八
年
か
ら
東
洋
書
道
学
会
の
通
信
訓
練
で

書
の
道
に
入
り
、
準
師
範
、
普
通
師
範
、
専
門
師
範

の
免
状
を
取
得
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
句
碑
や
歌

碑
の
布
置

（字
く
ば
り
）
が
、
書
そ
の
も
の
の
勉
強

に
も
な
る
と
考
え
や
五
四
年
退
職
と
同
時
に
採
拓
を

始
め
て
九
年
。
こ
の
間
、
四
国

一
円
を
始
め
、
九
州
、

中
国
、
近
畿
、
東
海
の
神
社
仏
閣
、
公
園
な
ど
を
遍

歴
、
拓
本
の
軸
数
も
三
百
を
超
え
た
そ
う
で
あ
る
。

採
拓
は
、
日
本
拓
本
研
究
会
の
会
員
と
年
数
回
出

か
け
る
が
、
親
し
い
仲
間
も
で
き
、
旅
も
楽
し
い
反

面
、
人
里
離
れ
た
山
中
の
秀
作
を
見
つ
け
出
し
た
り
、

降
雨
の
時
は
仲
間
に
傘
を
さ
し
か
け
て
も
ら
っ
て
採

拓
す
る
な
ど
、
苦
労
も
多
い
が
、
面
白
い
句
に
出
合

っ

た
り
す
る
と
心
が
和
む
そ
う
で
あ
る
。

「
ち
ん
ぽ
こ
も
お
そ
そ
も
沸
い
て
あ
ふ
れ
る
湯
」

こ
れ
は
山
頭
火
の
句
で
、
湯
田
温
泉
で
採
拓
し
た

も
の
だ
が
、
〈
「
も
な
お
印
象
深
く
残

っ
て
い
る
と
か
。

ま
た
あ
る
作
品
展
に
「
父
と
娘
の
何
を
祈
る
や
初
詣
」

を
出
品
し
た
と
こ

ろ
、
た
ま
た
ま
参

観
者
の
中
に
い
た

作
者
の
子
が
い
た

く
感
激
し
、
じ
来

文
通
が
始
ま
る
な

ど
、
嬉
し
い
こ
と

も
あ

っ
た
そ
う
で

あ

る

．
採
拓
し
た
も
の
は
軸
装
し
て
作
品
化
し
、
五
六
年

来
毎
年

一
回
高
松
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い

る
が
、
香
川
で
は
初
め
て
ど
あ
っ
て
好
評
を
博
し
、

翌
年
か
ら
は
東
京
で
の
全
国
展
に
も
出
品
す
る
ほ

か
、
高
松
電
話
局
で
も
展
示
し
、
殊
に
地
元
公
民
館

の
床
の
間
へ
は
、
毎
月
作
品
を
替
え
て
掲
示
し
て
い

る
が
、
地
域
住
民
に
大
変
喜
ば
れ
、
感
謝
さ
れ
て
い

Ｚω
．森

田
ざ
ん
は
東
洋
書
道
四
国
地
区
師
範
会
長
を
つ

と
め
、
近
所
の
子
供
さ
ん
や
奥
さ
ん
方
に
書
道
を
教

え‐る
傍
い
、
頼
ま
れ
れ
ば
自
学
自
習
の
表
装
ヽ
す
る

な
ど
、
多
忙
な
日
々
の
あ

い
間
を
縫

っ
て
の
家
族
旅

行
に
も
ぃ
採
拓
道
具
は
忘
れ
な
い
程
の
熱
心
ぶ
力
。

「作
品
の

一
つ
々
々
に
思
い
出
が
あ
る
、
こ
れ
い

ら
も
さ
ら
に
採
拓
を
続
け
ま
す
。」
と
言
わ
れ
る
森

田
さ
ん
、
ど
う
か
お
元
気
で
よ
り
よ
い
作
品
を
作
ら

れ
ま‐
す
よ
う
、
切
に
お
祈
り
申
し
ま
す
。
（高
市
記
）

閣

日

回

秋

　

一響

・
子・　

荘
野
　
丹
秀

（内
海
）

朝
露
を
し
っ
と
り
含
ん
だ
茄
子
は

き
れ
い
で
　
お
い
し
そ
う
で
ぁ
る

一

葉
陰
で
ひ
っ
そ
り
と

私
を
見
て
笑
っ
て
い
る
よ
う
な

・　
　
　
小
さ
い
茄
子
を
描
い
て
見
る
秋
の
朝

同
じ
文
字
で
も
、
読
み
方
に
よ
り
全
く

意
味
が
違
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

退
屈
凌
ざ
に
、左
側
の
読
み
①
②
…
と
い

右
側
の
意
味
④
③
…
の
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
―
―
で
結
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

品
数
菜
行
水
来
人
品
産
族
上

む
の

み
む
る
げ
人

粧
人
剌
け
』

　
は
　
　
　
の

¨
一
〔

［
性
質
電
粋
］

化
多
米
世
仏
家
秀
作
財
家
身
結

は
そ

仏
区
川
理

①
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
⑪
①
◎
①
◎
①

①
②
０
０
０
０
０
①
Ｏ
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑩
⑫
①

い
い
い
い
つ
つ

つヽ
つヽ
ん
ん

つ
の
い
い
い
い
つ
つ

ぱけ付づい一極極じにお議囃は耐』（（

お
た
こ
こ
さ
さ
し
し
か
け
で
で
ら
れ
じ
に
ふ
ぶ

勢

水

物

上

人

物

拝

水

別

大

香

作

身

家

蹂

礼

入

分

敬

弔

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

山
下
　
数

一
様

徳
倉
　
久
雄
様

４
一井
　
妙
子
様

鳴
谷
　
正
行
様

．杉
本
松
太
郎
様

菊
池
　
　
保
様

森
山
　
泰
巌
様

“香
西
　
安
夫
様

，鴻
野
　
安
枝
様

氏

名

“

・
６

・

１９

６ ３

１

′

・
２６

６ ３

〓

′

・
２７

６３

・
７

・
２９

６３

・
８

う

し

６３

・
８

・

１６

６３

・
９

・
２

６３

・
９

・
５

６３

・
９

・
８

死
亡
年
月
日

・八
五

七
〇

七
六

工今
八

八
〇

七

一

七
〇

エハ
エハ

六
〇

享
年

鴨 高 高 八 八 高 徳 徳 高
1幡 中番

島 松 松 浜 浜 松 島 島 松

所

　
属
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¨
筆

¨
日
本
縦
断

¨
随

¨

″
汽
車
の
旅
″
Ｈ
　
太
鍼
噸
粋
「

磯
岡
　
芳
明

（松
山
）

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
官
練
の
ク
ラ
ス
会
は
、

今
年
は
北
海
道
洞
爺
湖
温
泉
で
六
月
二
十
八
日
に
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
、
″
フ
ル
ム
ー
ン
夫
婦
グ
リ
ー

ン
パ
ス
″
を
利
用
し
て
、
汽
車
の
旅
を
計
画
し
た
。

日
本
交
通
公
社
に
依
頼
し
て
、
往
路
は
寝
台
特
急

″
北
斗
星
″
の
食
堂
車
で
デ
ィ
ナ
ー
を
満
喫
し
、
復

路
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
海
底
駅
を
見
学
し
た
い
と

申
し
込
ん
だ
が
、
い
ず
れ
も
希
望
は
達
せ
ら
れ
ず
、

当
初
の
計
画
を
か
な
り
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〇
六
月
二
十
三
日
＝
松
山
駅
八
時
二
十
九
分
発
の

特
急

（し
お
か
ぜ
４
号
）
で
岡
山
駅
着
十

一
時
二
十

九
分
、
瀬
戸
大
橋
の
通
過
所
要
時
分
は
僅
か
六
分
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
岡
山
駅
発
新
幹
線

（ひ
か
り
４
号
）

で
東
京
駅
着
十
五
時
三
十
三
分
。
松
山
か
ら
の
所
要

時
間
は
約
七
時
間
で
、
昭
和
三
十
年
代
頃
の
こ
と
を

思
え
ば
正
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。
当
夜
は
、
千
葉
県

八
千
代
市
に
あ
る
長
男
の
社
宅
に
宿
泊
し
、
久
し
振

り
に
孫
達
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

〇
六
月
二
十
四
日
＝
上
野
駅
九
時
四
十
四
分
発
の

東
北
新
幹
線
に
乗
る
た
め
、
八
時
十
分
頃
京
成
電
鉄

八
千
代
台
駅
か
ら
乗
車
し
た
と
こ
ろ
、
朝

の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
で
車
内
は
全
く
身
動
き
で
き
な
い
。
た
だ

電
車
の
振
動
に
よ
る
人
波
に
身
を
委
ね
る
の
み
で
、

船
橋
駅
ま
で
の
約
二
十
分
間
は
、
い
さ
さ
か
苦
痛
で

あ

っ
た
。
終
点
上
野
駅
で
は
出
口
が
分
ら
な
く
な
っ

た
り
で
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
に
到
着
し
た
の
は
発
車
十

分
前
で
あ

っ
た
。

一
関
駅
で
下
車
し
、
岩
手
県
交
通
の
定
期
観
光
バ

ス
に
乗
り
、
平
泉
と
そ
の
周
辺
を
見
て
回

っ
た
。

最
初
は
国
宝
金
色
堂
で
有
名
な
中
尊
寺
で
あ
る
。

「
中
尊
」
と
は
、
お
経
に
説
か
れ
た
人
間
の
理
想
像

Ｉ

で
あ
る
仏
そ
の
も
の
を
指
す
言
葉
と
も
さ
れ
て
い

る
。
金
色
堂
は
、
初
代
藤
原
清
衡
公
が
建
立
し
た
お

堂
で
、
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
る
十

一
体
の
仏
像

が
安
置
さ
れ
、
「極
楽
」
の
世
界
を
現
わ
し
て
い
る
。

堂
の
内
外
に
は
麻
布
を
し
い
て
漆
を
塗
り
、
そ
の
上

を
金
箔
で
か
ざ
り
、
内
部
の
四
本
の
巻
柱
や
孔
雀
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
仏
壇
の
手
す
り
な
ど
に
は
、
夜
光

貝
が
精
妙
に
細
工
さ
れ
て
極
楽
の
草
花
を
あ
ら
わ

し
、
平
安
仏
教
美
術
が
た
ど
り
つ
い
た
華
麗
な
完
成

と
し
て
、
黄
金
の
宝
石
箱
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
中

央
と
左
右
の
壇
内
に
は
藤
原
初
代
か
ら
四
代
の
遺
体

（ミ
イ
ラ
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

次
は
花
の
持
化
し
て
、
ま
た

″曲
水
の
宴
″
と
し

て
も
有
名
な
毛
越
寺
。
毛
越
と
書
い
て

″
も
う

つ
う
″

と
は
読
め
な
い
が
、
ガ
イ
ド
の
説
明
で
は
、
″
も
う

え
つ
″
が
岩
手
県
流
に
訛

っ
て
″
も
う

つ
う
″
と
な

っ

た
と
の
こ
と
。
国
よ
り
特
別
史
跡
、
特
別
名
勝
と
二

重
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
庭
園
は
、
極
楽
浄
土
の

姿
を
地
上
に
表
現
し
た
と
こ
ろ
か
ら
浄
土
庭
園
と
呼

ば
れ
、
現
存
す
る
平
安
庭
園
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
完
全

に
原
型
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
は
他
に
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
境
内
に
驚
亀
策

の
瞳
嘩
姥
刻
ん
だ

句
碑
等
が
あ
る
。
次
に
達
谷

窟

と
巌
美
渓
を
見
て

回
っ
た
が
、
特
筆
す
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
コ
ー

ス
の
所
要
時
間
約
四
時
間
。
当
夜
は
盛
岡
泊
。

〇
六
月
二
十
五
日
＝
乗
車
す
る
汽
車
は
夕
方
の
便

な
の
で
、
盛
岡
市
内
と
小
岩
井
農
場
め
ぐ
り
の
定
期

観
光
バ
ス
に
乗
り
こ
ん
だ
。
最
初
に
見
学
し
た
の
は

岩
手
県
立
博
物
館
。
岩
手
山
を
望
む
高
台
に
位
置
し
、

原
始
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
岩
手
の
歴
史
の
流
れ

と
地
質
、
鉱
物
、
動
植
物
を
最
新
の
技
術
を
駆
使
し

て
見
学
で
き
る
総
合
博
物
館
で
あ
る
。
敷
地
面
積
約

一
万
六
千
坪
、
延
床
面
積
三
千
六
百
坪
で
、
六
十
億

円
帥
矩
緩
散
型
」
ａ
一
齢
嚇
助

（
ら

畔
樅
籐
動
％
Γ

化

財
の
民
家
）
、
散
策
広
場
、
芝
生
広
場
等
が
あ
る
。

曲
り
屋
の
附
近
に
は
、
狸
や
か
も
鹿
が
姿
を
現
わ
す

と
管
理
人
が
話
し
て
い
た
。

は

と

バ

ス

岡
田
　
拘
三
　

（松
山
）

五
月
下
旬
、
千
葉
県
Ｋ
市
に
住
む
娘
や
孫
達
を
尋

ね
、　
一
緒
に
鎌
倉
、
熱
海

（
一
泊
）
で
遊
び
、
再
び

東
京

へ
引
返
し
て
、
新
宿
副
都
心
の
Ｗ
ホ
テ
ル
に
投

泊
し
た
。
　

翌
日
は
風
雨
が
強
か
っ
た
が
、
妻
が
初

め
て
の
こ
と
も
あ

っ
て
、
「
は
と
バ
ス
」
に
乗

っ
て

東
京
の
市
内
見
物
を
行

っ
た
。

バ
ス
に
は
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
構
観
光

客
が
乗
り
込
み
賑

っ
た
。
い
ず
れ
世
界
の
東
京
だ
け

あ

っ
て
東
南
ア
ジ
ヤ
な
ど
の
人
も
い
た
。

バ
ス
は
新
宿
副
都
心
に
立
ち
な
ら
ぶ
超
高
層
ビ
ル

の
間
を
縫

っ
て
、
代
々
木
公
園
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン

タ
ー
、
国
立
代
々
木
競
技
場
を
左
に
眺
め
て
、
い
ち
ょ

う
の
並
木
通
り
を
抜
け
る
。
こ
の
い
ち
ょ
う
の
沐
は

東
京
都
の
本
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
雄
い

ち
ょ
う
の
本
が
多
い
と
か
。
若
者
の
街
と
し
て
有
名

な
原
宿
を
経
て
、
明
治
神
宮
を
右
に
表
参
道
を
抜
け

青
山
通
り

へ
出
る
。
さ
ら
に
神
宮
外
苑
、
絵
画
館
、

赤
坂
離
宮
を
左
に
見
て
外
苑
東
通
り
に
出
る
。
そ
こ

に
青
山
ツ
イ
ン
ビ
ル
と
い
う
建
造
物
が
あ

っ
た
が
、

道
路
側
の
御
用
地
方
向
に
は
窓
が
い
っ
さ
い
造
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
六
本
木

へ
入
り
、
最
初
の
見
学
地
、
東

京
タ
ワ
ー
に
到
着
す
る
。
記
念
写
真
撮
影
後
、
少
し

早
い
が
昼
食
を
と
り
、
早
速
大
展
望
台

（地
上

一
五

Ｏ
Ｍ
）

へ
昇
っ
た
が
雨
の
た
め
視
界
が
悪
く
、
東
西

南
北
の
方
向
ご
と
に
あ
る
写
真
説
明
板
に
よ
り
想
い

を
は
せ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

修
学
旅
行
の
生
徒
た
ち
で
ご

っ
た
返
す
東
京
タ

）　一
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ワ
ー
を
後
に
再
び
車
上
の
人
と
な
り
、左
に
増
上
寺
、

右
に
日
本
で
最
初
に
汽
車
が
走

っ
た
西
新
橋
を
経
て

銀
座
通
リ

ヘ
と
出
る
。
さ
す
が
日
本

一
の
街
通
り
と

あ

っ
て
、
電
柱
、
電
線
は
す
べ
て
地
中
下
さ
れ
て
い

た
。
″と
ら
や
″
の
羊
か
ん
は

一
本

一
万
円
の
品
が

あ
る
、
三
越
の
隣
り
の

″
ラ
ー
ブ
ラ
ン
″
の
ケ
ー
キ

屋
は
二
人
で
満
員
に
な
る
ほ
ど
小
さ
い
な
ど
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
少
し
行
く
と
、
そ
の
昔
、
京

へ
の
ぼ

る
初
め
て
の
橋
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

″新
橋
″
と
名

づ
け
ら
れ
た
橋
も
、
今
で
は
そ
の
名
を
と
ど
め
た
ギ

ボ
ウ
シ
の
み
が
残
っ
て
い
た
。
ま
た
、
丸
の
内
に
働

く
人
は
十
三
万
人
ば
か
り
い
る
が
、
住
民
登
録
者
は

僅
か
に
二
十
三
名
、
内
実
際
に
寝
泊
り
し
て
い
る
人

は

一
名
の
み
だ
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
オ

フ
ィ
ス
街
を
少
し
行
く
と
皇
居
に
出
た
。

本
来
な
れ
ば
、
い
っ
た
ん
下
車
し
て
二
重
橋
の
近

く
へ
行
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
風
雨
の
た
め
車
中

で
説
明
を
受
け
な
が
ら
次
へ
進
む
。
よ
く
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
る
カ
ル
ガ
モ
の
引
越
地
は
こ
の
先
少
し

行
っ
た
と
こ
ろ
、
昨
年
は
六
月
十
日
午
前
四
時
頃
、

三
井
ビ
ル
の
人
工
池
か
ら
皇
居
の
お
堀
リ
ヘ
移
動
し

た
、
今
年
も
す
で
に
引
越
用
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
皇
居

警
察
官
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

九
段
坂
を
通
り
、
左
に
日
本
武
道
館
を
見
て
第
二

の
見
学
地
靖
国
神
社

へ
到
着
す
る
。
こ
こ
で
は
大
半

の
乗
客
が
下
車
し
て
参
拝
を
す
る
。
境
内
に
は

「静

か
な
る
神
の
み
そ
の
の
朝
ぼ
ら
け
、
世
の
あ
り
さ
ま

も
か
か
れ
と
ぞ
お
し
ふ
」
と
い
う
御
製
と
と
も
に
、

戦
没
者
の
遺
精
が
掲
出
さ
れ
て
い
た
。
私
も
兄
二
人

の
眠
る
社
前
に
ぬ
か
づ
き
、
御
霊
安
か
れ
と
深
々
と

祈
る
ｃ
妻
は
こ
れ
で
東
京

へ
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と

つ
ぶ
や
い
て
い
た
０

こ
の
あ
と
、
吹
上
御
苑
、
国
立
劇
場
、
最
高
裁
判

所
を
右
に
、
秋
に
は
マ
ン
ジ

ュ
シ
ャ
ゲ
の
美
し
い
桜

田
堀
を
左
に
眺
め
て
進
む
と
、
右
に
国
会
議
事
堂
が

見
え
る
。
こ
れ
を
最
後
に
首
都
高
速
四
号
線
を
通
っ

て
、
は
や
ば
や
と
新
宿
へ
向
け
て
の
帰
途
に
つ
い
た
。

言
口　
葉
　
」Ｅ
　
い

．　
・
福
本
　
　
菫
二
（小
松
島
）

「お
い
、
こ
れ
か
ら
あ
い
つ
の
所

へ
行
こ
う
か
」

「ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
い
う
ち
の
お
ふ
く
ろ
う
る

さ
い
か
ら
い
お
れ
、
め
ｔ
く
っ
て

‐く
る
わ
」
１
こ
れ

は
朝
日
新
聞
の

「声
欄
」
に
出
て
い
た
、
街
の
交
差

点
で
信
号
待
ち
ｔ
て
い
る
女
子
中
学
生
の
会
話
で
あ

る
。
い
０
ら
男
女
同
権
の
時
代
ど
は
い
た
少
々
ひ
ど

す
ぎ
る
言
葉
遣
い
で
あ
る
。
ｔ
か
ｔ
彼
女
た
ち
も
高

校
進
学
い
さ
ら
に
女
子
大
生
ど
．な
れ
ば
、
徐
々
に
優

雅
に
変
身
し
て
ゅ
く
で
あ
ろ
う
か
ら
、
目
く
じ
ら
を

立
て
る
ほ
ど
の
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
と
思
う
。

言
葉
は
本
来
、
意
思
を
伝
え
る
符
丁
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
人
の
思
想
、
信
条
は
た
は
人
間

性
の
発
露
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
使
い
方

や
表
現
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
相
手
に
与
え
る
印
象
が

よ
く
も
悪
く
も
な
っ
て
く
る
。
言
葉
遣
い
を
知
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
礼
儀
知
ら
ず
と
も
な
り
、
ひ
い

て
は
人
間
的
に
信
頼
が
お
け
な
い
と
言
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
で
は
感
じ
の
よ
い
言
葉
遣
い

の
コ
ツ
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
言
葉
は
明
確
に
歯
切
れ
よ
ぐ
、
順
序
を
考
え

て
短
く
話
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
話
し
方

が
い
ぐ
ら
よ
く
て
も
態
度
や
動
作
が
こ
れ
に
伴

っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
言
葉
は
丁
寧
で
も
何

か
冷
た
い
感
じ
を
う
け
る
人
が
あ
り
、
こ
れ
を

一
般

に
イ
ン
ギ
ン
無
礼
と
い
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
言
葉

に
は
親
し
み
の
あ
る
暖
か
さ
が
こ
も
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
人
に
注
意
す
る
場
合
で
も
、
相
手
の

心
に
―傷
を
■
き
な
い
よ
う
な
心
遣
い
が
肝
要
で
、
夫

婦
．ゲ
ン
カ
を
し
で
も
「出
て
‐行け
ｔ
な
ど
と
ど
な
る

の
は
最
低
で
、
逃‐
げ
道
が
な
い
よ
う
に
追
い
こ
む
言

い
方
は
賢
明
で
な
い
　̈
　
．　
―
●

正
し
い
言
葉
の
使
い
方
を
十
分
知
っ
て
、
発
音
も

）
き
れ
い
で
美
し
い
響
き
が
ぁ
る
と
な
れ
ば
、
素
晴
ら

し
い
人
間
の
魅
力
で
あ
る
と
思
う
ｃ

住
宅
問
題
雑
感

吉
本
　
精

一

（徳
島
）

住
宅
問
題
は
、
今
日
世
論
の
関
心
の
高
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
根
幹
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
核

家
族
化
で
は
な
か
ろ
う
か
。

昔
の
よ
う
な
家
族
制
度
下
で
は
、
同
じ
住
宅
に
住

む
者
は
祖
父
母

・
親

・
子
と
比
較
的

一
定
し
、
そ
の

数
も
大
し
た
変
化
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
住
宅
問
題

も
あ
ま
り
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
の
推
移
と
し
て
今
日
は
ど
う
だ
ろ

う
か
、
子
女
が
結
婚
適
齢
期
と
も
な
れ
ば
先
ず
家
を

構
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
か
く
て
核
家
族
化
が
生

ず
る
が
、
そ
れ
と
て
資
金
面
、
住
宅
面
積
の
必
要
性

を
も
伴
い
、
や
む
を
え
ず
狭
い
家
に
住
む
こ
と
と
な

る
が
、
こ
れ
と
て
暫
く
の
間
で
、
子
供
の
成
長
と
共

に
家
が
狭
く
な
り
、
敷
地
に
余
裕
の
な
い
者
は
更
に

広
い
家
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ｃ

片
や
昔
か
ら
大
き
な
家
は
、
す
で
に
不
要
処
分
さ

れ
て
い
て
手
元
に
は
な
い
。
か
か
る
事
態
が
増
え
る

た
め
、
や
た
ら
と
少
人
数
の
世
帯
数
が
増
加
し
、
そ

の
繰
り
返
し
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
な
か
ろ

う
か
。

そ
う
な
っ
て
来
る
と
人
口
の
都
市
集
中
傾
向
と
と

も
に
、
住
宅
問
題
は
い
つ
に
な
っ
て
も
解
決
さ
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
な
っ
て
来
る
と
最
後
に
残
る
も
の
は
心
の
空

し
さ
の
み
で
あ
る
。
消
費
や
悦
楽
の
あ
と
襲

っ
て
来

る
も
の
は
精
神
的
空
虚
さ
の
み
で
あ
る
ｃ

反
面
、
郷
愁
の
強
い
人
間
程
常
に
死
の
恐
怖
に
曝

さ
れ
て
お
り
、
自
己
の
消
滅
を
極
端
に
恐
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
終
戦
と
共
に
見
ら
れ
た
家
族
制

度
の
崩
壊
は
、
今
日
抱
え
る
住
宅
問
題
と
関
連
が
あ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
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